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ご存知でしたか？．．．データベーステーブルのレコードの統計値を表形式で表示できます。

データベーステーブルの統計値が計算できることで．．．
●● データベーステーブルに対して下記の 6種類の統計値を計算できます。
　　　カウント、合計、平均、標準偏差、最小値、最大値
●● 全てのレコードに対する統計値を表示できます。
●● 同じ属性値を持つレコードのサブ統計を表示できます。
●● 一部のフィールドに対して統計値を非表示にできます。
●● 新たなデータベーステーブルに統計値を保存できます。

データベーステーブルに統計値を表示する方法
●● データベーステーブルのチェックボックスをクリックしてデータベーステーブルを開きます。
●● メニューから [ テーブル (Table)]>[ 統計値 (Statistics)] または [ ソートごとの統計値 (Substatistics)] を選択します。
●● 計算、表示するには、希望の統計値のトグルをオンにします。

さらに知りたいことがあれば．．．

リレーショナルデータベースの管理
(Managing Relational Databases)

以下の入門書をご覧ください :
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こ れ ら の ト グ ル
をオンにすると、
統 計 値 を 表 示 で
きます。

下の図では、全てのレコードに
対して 6 種類の統計値が計算
されています。

ソートに使われた
フィールドで同じ
属性値を持つ
レコード群に対し
て、サブ統計値が
表示されています。

このトグルをオンにすると、
そのフィールドに対する統計
値がオフになります。

〈フィールドオプショ
ン (Field Options)〉
ウィンドウを開くに
は、フィールド名の上
で右クリックして、
メニューから [ フィー
ルドオプション ] を
選びます。
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